
鶏卵
34.7％

牛乳
22％小麦

10.6％

木の実類
8.2％

落花生
5.1％

果物類 4.5％

魚卵類 4％
甲殻類 2.9%

そば 1.8%

大豆 1.6%

魚類 1.4%

その他 3.2%即時型食物アレルギー
症例の原因物質の内訳

摂取後60分以内に
症状が出現し、医療
機関を受診した患者
数の割合

出典：平成30年度食物アレルギーに関連
する食品表示に関する調査研究報告書

腹痛や嘔吐などの消化器症状や呼吸困難などの呼吸器症状などが、複数同時にかつ急激に現れる場合をアナフィラキ
シーと呼びます。
アナフィラキシーに血圧低下や意識障害などのショック状態を伴う場合をアナフィラキシーショックと呼びます。生
命を脅かす可能性がある非常に危険な状態です。

知っておきたい

口





令和〇〇年〇〇月分 学校給食献立表

令和〇〇年〇〇月分 詳細な献立表

加工食品による食物アレルギー症状を起こす被害を防ぐため、あらかじめ箱や袋で包装されているもの、

缶やビンに詰められたものには、アレルゲンを含む食品を表示する制度があります。

食物アレルギーの発症頻度が高い、又は重い症状が現れやすい8品目（特定原材料）は必ず表示されます。

また、義務ではありませんが、表示が勧められている20品目（特定原材料に準ずるもの）があります。

●卵
●乳
●小麦
●そば

●落花生（ピーナツ）
●えび
●かに
●くるみ

○アーモンド
○あわび
○いか
○いくら
○オレンジ

○カシューナッツ
○キウイフルーツ
○牛肉
○ごま
○さけ

○さば
○大豆
○鶏肉
○バナナ
○豚肉

○まつたけ
○もも
○やまいも
○りんご
○ゼラチン


